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▽
日
常
の
処
理

４
．
固
定
資
産
を
取
得
し
た
場
合（
財
産
管
理
簿
・
無
償
取
得
・
減
価
償
却
等
）

一
般
に
、
宗
教
法
人
は
数
十
年
ま
た
は
数
百
年
の
歴
史
の
あ
る
法
人
が

多
く
、
本
尊
・
影
像
そ
の
他
礼
拝
の
対
象
と
な
る
有
体
物
、
法
物
、
土
地
、

建
物
、
宝
物
等
、
多
く
の
資
産
を
所
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
宗
教

法
人
を
適
正
に
運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
資
産
の
管
理
が
重

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

⑴
固
定
資
産

固
定
資
産
と
は
、
宗
教
法
人
が
所
有
す
る
資
産
の
う
ち
、
長
期
に

わ
た
り
使
用
ま
た
は
保
存
さ
れ
る
も
の
を
い
い
、
具
体
的
に
は
、
本

尊
・
影
像
そ
の
他
礼
拝
の
対
象
と
な
る
有
体
物
、
法
物
、
土
地
、
建

物
、
宝
物
、
車
輌
、
備
品
等
が
該
当
し
ま
す
。
そ
し
て
、
本
尊
・
影

像
そ
の
他
礼
拝
の
対
象
と
な
る
有
体
物
、
法
物
、
土
地
、
建
物
、
宝

物
、
車
輌
、
備
品
に
つ
い
て
は
通
常
「
有
形
固
定
資
産
」
と
呼
ば
れ
、

諸
権
利
金
、
有
価
証
券
、
債
権
等
に
つ
い
て
は
「
そ
の
他
の
固
定
資

産
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

宗
門
総
合
振
興
計
画
の
一
環
と
し
て
、
適
正
な
寺
院
運
営
に
資

す
る
た
め
、『
宗
報
』（
令
和
２
年
４
月
号
）
よ
り
、
宗
教
法
人
の

会
計
・
税
務
に
つ
い
て
、
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

今
号
は
引
き
続
き
、日
常
の
処
理
に
つ
い
て
掲
載
い
た
し
ま
す
。

寺院の適切な管理運営について

▷ 会計・税務⑤

寺院活動支援部〈一般寺院担当〉
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宗
教
法
人
が
こ
れ
ら
の
固
定
資
産
を
取
得
し
た
場
合
は
、
財
産
管

理
簿
に
記
載
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

財
産
管
理
簿
と
は
、
①
規
則
に
定
め
て
あ
る
特
別
財
産
、
基
本
財

産
、
運
用
財
産
等
の
区
分
ご
と
の
資
産
、
ま
た
は
負
債
に
つ
い
て
記

録
す
る
財
産
台
帳
、
②
消
耗
品
等
の
受
払
に
つ
い
て
記
録
す
る
物
品

出
納
簿
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
帳
簿
を
作
成
す
る
こ
と
で
適
正
な
資
産

の
管
理
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

⑵
無
償
取
得

宗
教
法
人
が
有
償
で
資
産
を
取
得
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
購
入

価
額
を
も
っ
て
財
産
管
理
簿
に
記
載
し
ま
す
が
、
無
償
で
資
産
を
取

得
し
た
場
合
に
は
、
財
産
管
理
簿
に
記
載
す
る
金
額
を
い
く
ら
に
す

る
の
か
と
い
う
問
題
が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
多
く
の
宗
教
法
人
で
は
、
価
額
を
付
さ
な
い
で
財
産

目
録
に
の
み
財
産
の
内
容
を
記
録
し
、
価
額
に
つ
い
て
は
不
詳
と
し

て
お
く
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
金
額
不
詳
と
す
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ

る
場
合
は
、
当
該
資
産
に
類
似
す
る
資
産
の
価
額
を
参
考
に
財
産
管

理
簿
に
金
額
を
記
載
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
際
は
、
無
償
で

資
産
を
取
得
し
て
い
る
旨
と
、
財
産
管
理
簿
に
記
載
し
て
い
る
金
額

に
つ
い
て
は
類
似
の
価
額
を
使
用
し
て
い
る
旨
を
記
載
し
ま
す
。

⑶
減
価
償
却

減
価
償
却
と
は
、
購
入
し
た
資
産
を
そ
の
資
産
の
使
用
年
数
に
応

じ
て
各
年
に
分
け
て
費
用
処
理
し
て
い
く
会
計
処
理
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
減
価
償
却
の
対
象
と
な
る
資
産
と
し
て
は
、
建
物
や
車
輌
等

が
あ
り
ま
す
。
土
地
、
宝
物
、
美
術
品
等
は
非
償
却
資
産
と
呼
ば
れ
、

減
価
償
却
を
適
用
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

減
価
償
却
の
仕
訳
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

減
価
償
却
費　

〇
〇
〇
円　

／　

車　

輌　
　

〇
〇
〇
円

な
お
、
通
常
の
企
業
と
異
な
り
、
宗
教
法
人
が
減
価
償
却
と
い
う

会
計
処
理
を
行
う
か
ど
う
か
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
教
法
人
の
選
択
に

委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
収
益
事
業
を
行
っ
て
い
る
宗
教
法
人
や
適

正
な
損
益
計
算
を
し
て
宗
教
法
人
の
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い

と
い
う
宗
教
法
人
は
、
対
象
と
な
る
資
産
に
つ
い
て
減
価
償
却
を
行

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑷
除
却
ま
た
は
売
却

購
入
し
た
資
産
等
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
除
却
ま
た
は
売
却
の
処

理
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
除
却
ま
た
は
売
却
の
仕
訳
に
つ
い
て
は
、

そ
の
資
産
の
価
額
で
次
の
仕
訳
を
行
い
ま
す
。

車
輌
除
却
損　

〇
〇
〇
円　

／　

車　

輌　
　

〇
〇
〇
円

こ
の
場
合
の
車
輌
除
却
損
に
つ
い
て
は
、
現
金
預
金
の
動
き
の
な

い
非
資
金
項
目
で
あ
る
た
め
、
収
支
計
算
書
に
は
記
載
さ
れ
ま
せ
ん
。

次
に
、
別
途
除
却
費
用
が
発
生
し
た
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
。車

輌
除
却
損　

〇
〇
〇
円　

／　

現
金
預
金　

〇
〇
〇
円
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こ
の
車
輌
除
却
損
に
つ
い
て
は
、
現
金
預
金
の
減
少
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
資
金
項
目
に
該
当
す
る
た
め
、
収
支
計
算
書
に
表
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
車
輌
等
を
売
却
し
た
場
合
、
ま
れ
に
売
却
価
額
が
売
却
時

の
資
産
の
帳
簿
価
額
を
上
回
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、

次
の
仕
訳
を
行
い
ま
す
。

現
金
預
金　

〇
〇
〇
円　

／　

車　

輌　
　
　

〇
〇
〇
円

現
金
預
金　

〇
〇
〇
円　

／　

車
輌
売
却
益　

〇
〇
〇
円

こ
の
場
合
の
収
支
計
算
書
に
つ
い
て
は
、
先
の
仕
訳
の
現
金
預
金

の
合
計
額
と
な
り
ま
す
。
宗
教
法
人
会
計
は
、
一
般
の
企
業
会
計
と

は
異
な
る
点
が
多
い
た
め
注
意
が
必
要
で
す
。

５
．
賃
金
台
帳
の
作
成
に
つ
い
て

宗
教
法
人
に
勤
務
す
る
住
職
で
あ
れ
ば
、
宗
教
法
人
か
ら
支
払
わ
れ

る
金
銭
は
給
与
と
し
て
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。
家
族
以
外
に
も
、
給

与
支
払
を
行
っ
て
い
る
宗
教
法
人
で
は
賃
金
台
帳
を
作
成
し
管
理
し
て

い
る
場
合
が
多
い
で
す
が
、
住
職
夫
婦
の
み
で
運
営
を
行
っ
て
い
る
宗

教
法
人
で
あ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
給
与
の
認
識
が
少
な
く
、
賃
金
台
帳
の

作
成
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

賃
金
と
は
、
労
働
基
準
法
第
11
条
に
「
賃
金
、
給
料
、
手
当
、
賞
与

そ
の
他
名
称
の
如
何
を
問
わ
ず
、
労
働
の
対
償
と
し
て
使
用
者
が
労
働

者
に
支
払
う
す
べ
て
の
も
の
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
宗
教
法
人

が
従
業
員
の
た
め
に
負
担
す
る
福
利
厚
生
費
や
労
働
の
対
価
で
な
い
制

服
、
業
務
の
遂
行
の
た
め
に
要
し
た
費
用
と
し
て
の
交
通
費
は
賃
金
に

は
あ
た
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
賃
金
台
帳
に
は
、
同
法
施
行
規
則
第
54
条
に
①
氏
名
、
②

性
別
、
③
賃
金
計
算
期
間
、
④
労
働
日
数
、
⑤
労
働
時
間
数
、
⑥
延
長

時
間
数
、
休
日
労
働
時
間
数
、
深
夜
労
働
時
間
数
、
⑦
基
本
給
、
手
当
、

⑧
賃
金
の
控
除
額
（
社
会
保
険
料
、
所
得
税
、
住
民
票
等
）
を
記
載
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
賃
金
台
帳
の
作
成
は
同
法
第
108
条
に
「
賃
金
支
払
の
都
度

遅
滞
な
く
記
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
お
り
、
毎
月
給
与

の
支
払
の
際
に
同
時
に
作
成
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
。

そ
の
他
、
賃
金
台
帳
の
保
存
期
間
に
つ
い
て
は
、
同
法
第
109
条
に
よ

り
３
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
税
務
調
査
を
受
け
る
こ
と
が
あ

れ
ば
税
務
調
査
官
か
ら
賃
金
台
帳
の
確
認
も
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
こ
の
場
合
、
指
定
さ
れ
る
税
務
調
査
の
対
象
期
間
は
国
税
通
則
法

第
70
条
の
期
限
に
よ
り
、
５
年
（
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
が
あ
る
場
合

に
は
７
年
）
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
７
年
間
は
賃
金
台
帳
の
保
存

を
行
う
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

税
務
調
査
に
な
れ
ば
賃
金
台
帳
以
外
に
も
、
所
得
税
法
に
定
め
る
源

泉
徴
収
簿
に
つ
い
て
も
確
認
さ
れ
る
た
め
、
事
前
に
準
備
を
心
掛
け
る

よ
う
に
し
ま
す
。
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情報コーナー

年　　　　月分

年 月分

労働
日数 日

労働
日数 日

労働
日数 日

労働
日数 日

労働
日数 日

労働
日数 日

労働
時間 時 分

労働
時間 時 分

労働
時間 分

労働
時間 時 分

労働
時間 時 分

労働
時間 時 分

早出
残業 時 分

早出
残業 時 分

早出
残業 分

早出
残業 時 分

早出
残業 時 分

早出
残業 時 分

深夜
労働 時 分

深夜
労働 時 分

深夜
労働 分

深夜
労働 時 分

深夜
労働 時 分

深夜
労働 時 分

休日
労働 時 分

休日
労働 時 分

休日
労働 分

休日
労働 時 分

休日
労働 時 分

休日
労働 時 分

基　本　資　金
基本賃金 基本賃金 基本賃金 基本賃金 基本賃金 基本賃金

所定時間外賃金
所定時間外 所定時間外 所定時間外 所定時間外 所定時間外 所定時間外

小　　　　計
小計 小計 小計 小計 小計 小計

合計 合計 合計 合計 合計 合計

社会保険料
健康保険 健康保険 健康保険 健康保険 健康保険 健康保険

厚 生 年 金
厚生年金 厚生年金 厚生年金 厚生年金 厚生年金 厚生年金

雇 用 保 険
雇用保険 雇用保険 雇用保険 雇用保険 雇用保険 雇用保険

小　　　計
小計 小計 小計 小計 小計 小計

課税対象額
課税対象額 課税対象額 課税対象額 課税対象額 課税対象額 課税対象額

所　 得　 税
所得税 所得税 所得税 所得税 所得税 所得税

住民税 住民税 住民税 住民税 住民税 住民税

合　　 　　計

合　　 　　計

合計 合計 合計 合計 合計 合計

金種 合 計

金額

労　働　時　間

賃　　金　　台　　帳

支　給　年　月 年　　月分 年　　月分 年　　月分 年　　月分

合　　　　計所　　　　　　属

氏　　　　　　名

労　働　日　数

性　　　　　　別

支

給

額

支

給

額

支

給

額

早出残業時間

深夜労働時間

休日労働時間

支

給

額

課
税
分
賃
金

非
課
税
分

控

除

額

控

除

額

支

給

額

支

給

額

支

給

額

備考

差引支給額 差引支給額

検
印

控

除

額

控

除

額

控

除

額

健
康
保
険

住 　民 　税

差　引　支　給　額
差引支給額 差引支給額 差引支給額差引支給額

控

除

額

社
会
保
険
料 控

除

額

図１

本
内
容
は
、
宗
派
顧
問
税
理
士
「
税
理
士
法
人

ゆ
び
す
い
」
編
著
の
『
実
務
が
わ
か
る
「
宗
教
法

人
会
計
・
税
務
」
基
礎
か
ら
行
政
手
続
き
ま
で
』（
株

式
会
社
出
版
文
化
社
、
２
０
１
８
）
に
基
づ
き
、
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。


